
 

 

 

 

 

11月 13日（木）に、5年生が伊勢茶まるゑいさんの工場見学をさ

せていただきました。担当の方から、工場の概要を説明していただく中

で、茶の生産から加工まで、さまざまな製品を国内外に向けて出荷して

いることを学びました。実際に工場に入るときには、下靴を脱いで上靴

に履き替えます。粘着シートやエアシャワーで徹底的にほこりなどを落と

してから工場の中へ。衛生面への徹底を体感しました。中に入ると、大き

な機械がたくさんあり、お茶のいい香りが漂っていました。見学後、子ど

もたちからは「一日でどれくらいの量が出荷されるのですか」「どこに出荷されるの

ですか」など、質問をしました。中でも、工場に到着した際に見たトラックのナンバー

が成田ナンバー。これから空港まで配送し、海外へ出荷されることを教えていただく

と、「水沢から海外へお茶が届けられているってすごい！」と驚いていました。最後に、

粉末のお茶をお土産でいただきました。お茶の味はどうだったでしょうか。味わいな

がら、工場で学んだことを振り返ってみましょう。 

４年生が茶業振興センターに見学に行きました。はじめに、茶農家の

方から実際に茶畑に行き、茶の生産についてお話をいただきました。茶

の甘みを出すために、クレモナ（黒い覆い）をかぶせることや１反の面積

で約５００ｋｇぐらいの茶葉になることなどを教えていただきました。「この

畑で生産された茶葉で、何杯分くらいのお茶ができるのですか」「約１０

万杯くらいになるかな」と、子どもたちからの質問に対して、答えていただ

く場面もありました。 

加工に使用する機械の説明や生産や加工に関わる思いや工夫などを教えていただいた後は、手もみ製茶の

体験とお茶淹れ体験です。自分たちで製茶したお茶を味わいました。「おいしい」「ちょっと苦かった」など、口々

に感想を話していた子どもたち。その後も何度もお湯を足して、いただいている姿から、お茶のおいしさを実感し

たようでした。当たり前のようにしていただいているお茶も、たくさんの工程を

経て、働く方々の工夫やご苦労があって、消費者の方々に届いていることを、

半日という短時間で教えていただきました。 

最後に、茶業振興センターの所長さんから、子どもたちが主体となって育て

たり収穫したりした茶葉を品評会に出そうという企画の提案がありました。子

どもたちも、今日の学びを振り返るとともに、品評会に向けた作戦会議を行い

ました。 
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いよいよ 3日（水）はかけ足記録会です。感染予防対策のため、20分休み

のかけ足練習を中止することもありましたが、体育の時間を使って、子どもた

ちは練習を重ねてきました。目標は、自分のペースで止まらずに 5 分間、走り

続けることです。練習のたびに少しずつ走り続ける距離を伸ばすことができた

子、自分の体調や力量に合わせてスピードを調整しながら走る子、同じくらい

のペースの仲間とスピードを合わせながら走り続ける子など、一人ひとりが自

分の目標に向けてチャレンジします。当日は寒くなる予報もあるようですが、練習の成果を活かして、最後まで

走り続けられるよう頑張りましょう！学年だよりでお知らせいたしましたが、各学年のスタート時刻をお知らせしま

すので、ぜひ応援をよろしくお願いします！お越しの際は、温かい服装でお越しください。 

 

（以下、１０月２４日付学校からのお知らせの内容と同じものです） 

〇日程  令和７年１２月３日（水）[予備日] １２月５日（金） 

※感染症等の状況により、中止とする場合もあります。 

【スタート予定時刻】 

２時間目 
【1年生】 

９：５０ スタート 

【６年生】 
１０：００ 前半スタート 
１０：１０ 後半スタート 

３時間目 【３年生】 
１０：４０ 前半スタート 
１０：５０ 後半スタート 

【４年生】 
１１：００ スタート  

４時間目 【２年生】 
１１：４０ スタート 
１１：５０スタート 

【５年生】 
１２：００ 前半スタート 
１２：１０ 後半スタート 

〇場所   水沢小学校 運動場 

〇その他 

・８時に実施の有無を決定し、H&Sで連絡します。 

・保護者観覧場所等、裏面をご確認ください。 

・運動場への出入りは西・南通用口を使用してください。 

・運動時のマスク着用による身体へのリスクを考慮して、走っている間はマスクをはずすよう、児童に指導して

います。 

・記録会当日は、運動場で実施するため、来校者の駐車場を準備することができません。 

・学年ごとのスタート時刻は、あくまでも目安です。余裕をもって学校にお越しください 

 下校途中に転んでけがをしてしまった子がいました。周りにいた上級生の子が、その様子を見て、

その子の家まで連れて行ってくれたとのこと。次の日に、保護者の方から学校にご連絡をいただき、

早速、担任から助けてくれた子にお話をしてもらいました。思いやりのある行動に拍手を送るととも

に、心温まる場面をお伝えいただいた保護者の方に感謝いたします。ありがとうございました。 

（文責 岡本 浩樹） 


